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一
八
七
五
年
　
十
二
月
四
日
、
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
首
都
プ
ラ
ア
グ
に
生
る
。
古

き
貴
族
の
後
裔
な
り
と
云
ふ
。

　
一
八
八
五
年
　
幼
年
學
校
に
入
學
。
五
年
在
學
の
後
、
退
學
す
。

　
一
八
九
六
年
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
出
づ
。
既
に
「
人
生
と
小
曲
」
（Leben 

und Lieder, 1894

）
「
家
神
奉
幣
」
（Larenopfer, 1896

）
等
の
詩
集
を
出

版
せ
し
も
未
だ
世
間
の
視
聽
を
集
め
る
に
足
ら
ず
。
そ
れ
等
の
詩
風
は
概
ね

ス
ラ
ヴ
民
謠
風
の
も
の
な
り
、
又
ハ
イ
ネ
を
思
は
し
む
る
も
の
少
か
ら
ず
。

こ
の
頃
丁
抹
の
作
家
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
作
品
を
知
り
て
私
淑
す
。

　
一
八
九
七
年
　
引
き
續
き
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
滯
在
。
春
、
初
め
て
伊
太
利
に

遊
ぶ
。
秋
、
伯
林
に
赴
く
。
こ
の
頃
リ
リ
エ
ン
ク
ロ
オ
ン
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
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ア
ル
、
デ
エ
メ
ル
等
と
交
る
。
「
夢
を
冠
に
」
（
〔Traum

gekro:nt

〕, 

詩

集
）
を
著
す
。

　
一
八
九
八
年
　
再
び
伊
太
利
に
遊
び
、
フ
ロ
オ
レ
ン
ス
等
に
多
く
留
る
。

「
基
督
降
誕
節
」
（A

dvent, 

詩
集
）
「
人
生
に
沿
ひ
つ
つ
」
（A

m
 Leben 

H
in, 

短
篇
集
）
を
著
す
。

　
一
八
九
九
年
　
四
月
末
、
ル
ウ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
サ
ロ
メ
夫
人
に
伴
は

れ
て
、
初
め
て
露
西
亞
へ
旅
す
。
モ
ス
コ
ウ
に
て
ト
ル
ス
ト
イ
に
會
ふ
。
　

　
又
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
を
愛
讀
し
、
そ
の
「
貧
し
き
人
々
」
の
飜
譯
な
ど

を
試
む
（
未
定
稿
）
。
「
二
つ
の
プ
ラ
ア
グ
の
物
語
」
（Zw

ei Prager G
es

chichten, 

短
篇
集
）
「
我
が
祝
に
」
（M

ir zur Feier, 

詩
集
）
を
著
す
。

（
後
者
は
一
九
〇
九
年
に
「
舊
詩
集
」
（
〔Fru:hen

〕 G
edichte

）
と
増
補
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改
題
せ
ら
る
。
）

　
一
九
〇
〇
年
　
五
月
、
再
び
サ
ロ
メ
夫
人
と
共
に
露
西
亞
へ
放
す
。
　
　

こ
の
二
囘
に
わ
た
る
露
西
亞
滯
在
は
彼
の
生
涯
に
一
轉
機
を
劃
せ
り
。

　
　
「
露
西
亞
こ
そ
は
私
に
は
眞
の
現
實
で
あ
り
ま
し
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、

　
　
現
實
と
い
ふ
も
の
は
遠
方
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
忍
耐
づ
よ
い

　
　
者
に
の
み
極
め
て
徐
々
に
近
づ
い
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
、

　
　
深
く
、
日
常
的
に
、
私
に
認
識
さ
せ
て
呉
れ
ま
し
た
。
露
西
亞
は
孤
獨

　
　
者
の
國
で
す
。
其
處
で
は
各
自
が
各
自
の
世
界
を
所
有
し
て
ゐ
る
や
う

　
　
に
見
え
ま
す
。
山
の
や
う
な
暗
黒
に
充
ち
滿
ち
て
。
　
　
各
自
は
、
非

　
　
常
に
謙
遜
ぶ
か
く
、
眞
に
信
仰
あ
る
も
の
と
し
て
、
卑
下
す
る
こ
と
を

　
　
一
向
怖
れ
ま
せ
ぬ
。
」
（
エ
レ
ン
・
ケ
イ
宛
書
翰
）
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是
度
は
ト
ル
ス
ト
イ
を
ヤ
ス
ナ
ヤ
・
ポ
リ
ヤ
ナ
に
訪
ひ
、
そ
れ
よ
り
南
露

西
亞
を
遍
歴
す
。
　
　
露
西
亞
よ
り
歸
り
て
後
、
北
獨
逸
の
一
寒
村
ヴ
ォ
ル

プ
ス
ヴ
ェ
デ
に
淹
留
す
。
其
地
に
屯
せ
る
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
、
モ
オ
デ
ル
ゾ
オ

ン
、
フ
ォ
ゲ
ラ
ア
等
の
青
年
畫
家
に
共
鳴
し
た
れ
ば
な
り
。
「
愛
す
る
神
の

話
そ
の
他
」
（V

om
 Lieben G

ott und A
nderes, 

短
篇
集
）
を
著
す
。

　
一
九
〇
一
年
　
ク
ラ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
ホ
フ
と
結
婚
す
。
ク
ラ
ラ
は
嘗
て
ロ

ダ
ン
に
學
び
し
こ
と
あ
る
女
流
彫
刻
家
な
り
。
こ
の
頃
よ
り
漸
く
ロ
ダ
ン
に

傾
倒
し
始
む
。

　
一
九
〇
二
年
　
「
家
常
茶
飯
」
（
〔D

as ta:gliche Leben

〕, 

戲
曲
）

「
最
終
の
人
々
」
（D

ie Letzten, 

短
篇
集
）
を
著
す
。
又
、
「
形
象
詩
集
」
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（D
as B

uch der B
ilder, 

詩
集
）
成
る
。

　
八
月
末
、
始
め
て
巴
里
に
往
く
。
獨
逸
の
一
書
肆
の
乞
に
よ
り
ロ
ダ
ン
に

關
す
る
評
傳
を
書
か
ん
が
た
め
な
り
。
ロ
ダ
ン
を
識
る
。
先
づ
拉
典
區
ト
ウ

リ
エ
街
に
假
寓
す
。
當
時
の
状
況
は
後
年
の
作
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
中
に
髣

髴
と
し
た
り
。
十
月
、
ラ
ベ
・
ド
・
レ
ペ
街
に
移
る
。

　
一
九
〇
三
年
　
「
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
」
（A

uguste R
odin

）
成

る
。
稍
〻
健
康
を
害
し
、
三
月
よ
り
四
月
に
至
る
ま
で
伊
太
利
ピ
サ
に
近
き

ヴ
ィ
ア
レ
ジ
オ
に
靜
養
す
。
そ
の
後
、
一
度
巴
里
に
戻
り
し
も
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ル
プ
ス
ヴ
ェ
デ
に
赴
き
、
暫
く
そ
の
地
及
び
近
傍
の
オ
オ
ベ
ル
ノ
イ
ラ

ン
ド
に
滯
在
後
、
是
度
は
妻
ク
ラ
ラ
と
倶
に
再
び
伊
太
利
に
往
き
、
ヴ
ェ
ニ

ス
、
フ
ロ
オ
レ
ン
ス
を
經
て
、
十
一
月
羅
馬
に
至
る
。
是
年
又
「
ヴ
ォ
ル
プ
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ス
ヴ
ェ
デ
」
（W

orpsw
ede, 

畫
家
評
傳
）
刊
行
せ
ら
る
。

　
一
九
〇
四
年
　
引
き
續
き
羅
馬
に
滯
在
。
キ
エ
ル
ケ
ゴ
オ
ル
、
ヤ
コ
ブ
セ

ン
を
精
讀
す
。
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
の
腹
案
成
り
し
は
そ
の
滯
在
中
の
こ
と

な
り
。
ル
ウ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
サ
ロ
メ
に
宛
て
た
る
手
柬
に
彼
の
將
來
の

仕
事
の
プ
ラ
ン
を
述
べ
た
る
一
節
あ
り
。
「
第
一
、
祈
祷
書
。
第
二
、
一
エ

ポ
ッ
ク
を
劃
す
べ
き
嚴
格
精
密
な
る
散
文
。
第
三
、
戲
曲
試
作
。
第
四
、
詩

人
ヤ
コ
ブ
セ
ン
及
び
畫
家
ス
ロ
ア
ガ
に
關
す
る
評
傳
。
」
　
　
以
上
四
つ
の

中
、
第
一
は
即
ち
「
時
祷
詩
集
」
（1906

）
、
第
二
は
「
マ
ル
テ
の
手
記
」

（1910

）
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
他
の
二
つ
は
遂
に
計
畫
の
み
に
終
れ
る
か
。

六
月
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
等
の
招
聘
を
受
け
、
ア
シ
ジ
、
ピ
サ
、
ミ
ラ
ノ
、
デ

ュ
セ
ル
ド
ル
フ
等
を
經
て
、
瑞
典
に
往
く
。
十
二
月
に
至
る
ま
で
瑞
典
及
び
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丁
抹
に
遊
ぶ
。

　
一
九
〇
五
年
　
一
月
、
オ
オ
ベ
ル
ノ
イ
ラ
ン
ド
に
戻
り
、
そ
れ
よ
り
九
月

に
至
る
ま
で
ヴ
ォ
ル
プ
ス
ヴ
ェ
デ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
、
伯
林
等
に
轉
々
と

し
つ
つ
殆
ど
無
爲
に
過
す
。
九
月
、
ロ
ダ
ン
の
招
聘
に
よ
り
欣
然
と
し
て
巴

里
に
赴
く
。
郊
外
ム
ウ
ド
ン
の
ロ
ダ
ン
家
に
寄
寓
す
。
爾
來
、
ロ
ダ
ン
の
祕

書
役
の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。

　
一
九
〇
六
年
　
「
時
祷
詩
集
」
（D

as Stunden-B
uch

）
成
る
。
「
時
祷

詩
集
」
は
一
九
〇
〇
年
の
露
西
亞
滯
在
中
に
萌
芽
せ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の

完
成
に
ま
で
數
年
を
要
し
た
り
。
「
修
道
院
生
活
」
、
「
巡
禮
」
及
び
「
貧

困
と
死
」
の
三
卷
よ
り
成
る
。
神
を
求
め
つ
つ
遂
に
神
の
應
答
を
得
る
者
の

内
的
獨
白
の
ご
と
き
も
の
な
り
。
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「
お
お
主
よ
、
我
等
に
み
づ
か
ら
の
死
を
與
へ
給
へ
。
我
等
が
愛
し
、

　
　
理
解
し
、
苦
し
み
し
、
其
生
よ
り
由
つ
て
來
る
と
こ
ろ
の
死
を
我
等
に

　
　
許
さ
せ
た
ま
へ
。
何
と
な
れ
ば
我
等
は
樹
皮
と
葉
と
に
過
ぎ
ず
し
て
、

　
　
只
我
等
が
み
づ
か
ら
の
裡
に
持
て
る
、
大
い
な
る
死
こ
そ
、
す
べ
て
の

　
　
も
の
の
凝こ
つ
て
成
り
し
果
實
な
れ
ば
。
」
（
貧
困
と
死
と
の
書
）

　
三
月
、
伯
林
、
ワ
イ
マ
ル
等
を
巡
り
て
ロ
ダ
ン
に
關
す
る
講
演
を
な
す
。

旅
中
、
父
の
死
に
遇
ふ
。
五
月
、
些
細
の
事
よ
り
ロ
ダ
ン
の
怒
り
を
蒙
つ
て
、

ロ
ダ
ン
家
を
立
退
く
べ
く
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
、
カ
セ
ッ
ト
街
の
小
さ
き
ホ
テ

ル
に
假
寓
す
。
そ
の
後
、
一
年
餘
ロ
ダ
ン
と
交
を
絶
つ
。
「
旗
手
ク
リ
ス
ト

フ
・
リ
ル
ケ
の
愛
と
死
の
歌
」
（D

ie W
eise von Liebe und Tod des C

orn
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ets C
hristoph R

ilke, 

敍
事
詩
）
刊
行
せ
ら
る
。
但
し
、
是
は
、
一
八
九
九

年
の
作
に
係
る
も
の
な
り
。
「
形
象
詩
集
」
（1902

）
を
補
ふ
。
八
月
獨
逸

に
歸
る
。
秋
の
頃
、
伯
林
よ
り
エ
レ
ン
・
ケ
イ
宛
の
書
翰
に
、

　
　
「
若
し
私
の
内
部
の
欲
求
に
從
ふ
と
し
た
ら
、
い
ま
私
に
一
番
よ
い
の

　
　
は
巴
里
に
往
く
こ
と
で
せ
う
。
八
月
の
は
じ
め
ま
で
私
は
其
處
で
眞
面

　
　
目
に
熱
心
に
仕
事
し
て
居
り
ま
し
た
。
…
…
重
い
心
で
、
私
は
そ
れ
ほ

　
　
ど
自
分
の
仕
事
に
適
當
な
巴
里
を
見
棄
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

　
　
た
。
」

　
さ
れ
ど
そ
の
巴
里
に
て
は
生
計
の
途
を
見
出
し
難
か
り
し
た
め
、
伊
太
利

カ
プ
リ
島
の
友
人
よ
り
聘
せ
ら
る
る
ま
ま
、
十
二
月
其
地
に
立
つ
。
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一
九
〇
七
年
　
五
月
に
至
る
ま
で
カ
プ
リ
島
に
留
る
。
五
月
末
、
漸
く
意

を
決
し
て
巴
里
に
出
で
、
カ
セ
ッ
ト
街
の
舊
居
に
落
着
く
。
詩
作
に
專
心
す
。

　
十
一
月
、
維
納
等
に
赴
く
。
ロ
ダ
ン
に
關
す
る
講
演
の
た
め
な
り
。
こ
の

頃
よ
り
再
び
ロ
ダ
ン
と
の
文
通
始
ま
る
。
「
新
詩
集
」
（N

eue G
edichte

）

を
著
す
。
「
時
祷
詩
集
」
の
ス
タ
イ
ル
の
頗
る
茫
漠
と
し
て
殆
ど
無
形
な
り

し
に
反
し
、
「
新
詩
集
」
の
ス
タ
イ
ル
は
極
め
て
堅
牢
に
し
て
彫
塑
的
と
云

ふ
を
得
べ
し
。
ロ
ダ
ン
の
影
響
著
し
。

　
　
「
そ
れ
か
ら
私
の
新
し
い
詩
集
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
謙
讓
な

　
　
氣
持
で
自﹅
然﹅
に﹅
即﹅
し﹅
て﹅
仕
事
を
し
た
數
篇
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
い

　
　
か
に
あ
な
た
の
作
品
と
生
き
方
と
が
私
に
明
白
な
進
歩
を
促
し
た
か
を
、

　
　
人
々
が
其
處
に
認
め
ん
こ
と
を
。
何
故
な
ら
、
若
し
も
他
日
自
然
を
立
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派
に
追
及
し
た
人
々
の
間
に
私
も
伍
せ
ら
れ
る
や
う
な
こ
と
が
あ
る
と

　
　
し
ま
し
た
ら
、
そ
れ
は
私
が
心
か
ら
あ
な
た
の
忠
實
な
弟
子
で
あ
つ
た

　
　
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ
ぬ
。
」
（
ロ
ダ
ン
宛
書
翰
）

　
又
、
「
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
」
（1903

）
を
補
ふ
。
十
二
月
オ
オ
ベ

ル
ノ
イ
ラ
ン
ド
に
滯
在
。

　
一
九
〇
八
年
　
三
月
、
靜
養
の
た
め
、
ナ
ポ
リ
を
巡
り
て
再
び
カ
プ
リ
島

に
遊
ぶ
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
バ
レ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
「
仿
葡
萄
牙
詩
抄
」

（Sonette nach dem
 Portugiesischen

）
を
譯
す
。
五
月
、
巴
里
に
出
で
カ

ム
パ
ア
ニ
ュ
・
プ
ル
ミ
エ
ェ
ル
街
に
居
を
構
ふ
。
「
新
詩
集
別
卷
」
（D

er 

neuen G
edichte, anderer Teil

）
成
る
。
こ
の
頃
セ
ザ
ン
ヌ
の
繪
畫
を
知
り
、
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甚
し
く
傾
倒
す
。

　
八
月
末
、
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
街
に
居
を
移
す
。
十
一
月
頃
よ
り
「
マ
ル
テ
の
手

記
」
に
筆
を
下
す
。
十
二
月
二
十
九
日
付
の
ロ
ダ
ン
宛
の
書
翰
に
、

　
　
「
詩
を
つ
く
る
場
合
は
、
い
つ
も
外
部
の
事
物
の
リ
ズ
ム
に
よ
つ
て
助

　
　
け
ら
れ
、
す
ら
す
ら
運
ば
れ
る
や
う
な
こ
と
さ
へ
あ
り
ま
す
。
何
故
な

　
　
ら
抒
情
的
抑
揚
は
自
然
　
　
水
や
風
や
夜
　
　
の
そ
れ
と
同
じ
だ
か
ら

　
　
で
あ
り
ま
す
。
が
、
散
文
を
リ
ズ
ム
づ
け
る
に
は
、
自
分
自
身
の
内
に

　
　
潛
入
し
て
、
血
の
リ
ズ
ム
を
發
見
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
」

　
一
九
〇
九
年
　
殆
ど
巴
里
を
離
れ
ず
、
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
を
書
き
續
く
。

傍
ら
「
鎭
魂
曲
」
（R

equiem
, 

詩
集
）
成
る
。
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一
九
一
〇
年
　
「
マ
ル
テ
・
ラ
ウ
リ
ッ
ヅ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
の
手
記
」
（D

ie 

A
ufzeichnungen des M

alte Laurids B
rigge

）
公
に
せ
ら
る
。
當
時
ル
ウ

・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
サ
ロ
メ
に
宛
て
た
る
書
翰
に
、

　
　
「
あ
な
た
は
私
が
こ
の
本
の
背
後
に
、
恰
も
生
き
殘
つ
た
者
の
や
う
に

　
　
止
つ
て
ゐ
る
の
が
お
分
か
り
に
な
り
ま
す
か
？
　
…
…
私
は
こ
の
本
の

　
　
終
り
に
近
づ
け
は
近
づ
く
ほ
ど
、
そ
れ
が
何
か
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
　
　

　
　
分
水
嶺
　
　
の
や
う
な
も
の
を
作
る
や
う
な
氣
が
い
た
し
ま
し
た
。
が
、

　
　
今
や
、
あ
ら
ゆ
る
水
が
向
う
側
に
流
れ
て
行
つ
て
し
ま
ひ
、
そ
し
て
私

　
　
だ
け
が
、
こ
の
希
望
の
な
い
果
て
し
な
き
乾
燥
の
中
に
取
殘
さ
れ
て
ゐ

　
　
る
こ
と
は
、
確
か
な
事
物
で
あ
り
ま
す
。
…
…
私
は
私
の
全
財
産
を
こ

　
　
ん
な
物
に
徒
費
す
る
や
う
な
莫
迦
げ
た
事
を
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
が
、
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一
方
、
こ
の
物
の
價
値
は
か
か
る
私
の
破
産
か
ら
の
み
生
じ
た
の
で
あ

　
　
り
ま
せ
う
。
そ
し
て
私
は
、
長
い
間
マ
ル
テ
が
私
に
は
敗
北
と
は
見
え

　
　
ず
、
寧
ろ
天
の
見
棄
て
ら
れ
た
領
域
へ
の
向
う
見
ず
な
上
昇
と
し
て
見

　
　
え
て
ゐ
た
事
を
、
思
ひ
出
し
ま
す
。
」

　
是
年
も
概
ね
巴
里
に
あ
り
。
十
一
月
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ヤ
、
テ
ュ
ニ
ス
、
埃

及
へ
の
旅
に
出
づ
。

　
一
九
一
一
年
　
三
月
甚
し
く
健
康
を
害
し
て
埃
及
の
旅
よ
り
歸
り
、
ヴ
ェ

ニ
ス
に
て
暫
く
靜
養
後
、
巴
里
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
街
の
舊
居
に
落
着
く
。
夭
折
せ

る
佛
詩
人
モ
オ
リ
ス
・
ド
・
ゲ
ラ
ン
の
「
サ
ン
ト
オ
ル
」
（D

ie K
entauer

）

及
び
聖
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
帝
立
圖
書
館
の
古
文
書
中
に
發
見
せ
ら
れ
た
る
説
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教
文
「
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
戀
」
（D

ie Liebe der M
agdalena

）
を
譯
す
。
秋

よ
り
、
墺
太
利
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
一
寒
村
に
あ
り
し
ド
ゥ
イ
ノ
古
城
に
逗

留
す
。
そ
の
古
城
は
マ
リ
イ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ゥ
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ
ク
ジ
ス

・
ホ
オ
フ
ェ
ン
ロ
オ
エ
公
爵
夫
人
が
彼
の
た
め
に
提
供
せ
る
も
の
な
り
。

　
　
「
い
ま
、
私
は
こ
の
古
い
館
に
、
全
く
一
人
き
り
で
、
住
ん
で
ゐ
ま
す
。

　
　
こ
の
館
は
、
そ
れ
が
そ
の
上
に
屹
立
し
て
ゐ
る
岩
石
の
や
う
に
、
が
つ

　
　
し
り
し
て
ゐ
て
、
時
間
と
海
　
　
そ
の
海
の
鹽
は
油
斷
も
隙
間
も
な
く

　
　
そ
の
館
を
蝕
ま
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
　
　
に
對
し
て
挑
戰
し
て
ゐ
ま

　
　
す
。
こ
の
館
の
大
き
な
壁
は
、
私
を
ま
る
で
囚
人
の
や
う
に
閉
ぢ
こ
め

　
　
て
ゐ
ま
す
。
が
、
と
き
を
り
私
は
、
常
春
藤
の
群
で
も
つ
て
こ
の
古
い

　
　
館
を
攻
撃
し
て
ゐ
る
、
急
勾
配
を
し
た
庭
園
の
中
に
、
拔
け
出
す
こ
と
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を
許
さ
れ
ま
す
。
と
き
ど
き
小
春
日
和
の
や
う
な
數
時
間
の
續
く
こ
と

　
　
も
あ
り
ま
す
が
、
日
沒
が
早
く
て
、
四
時
頃
か
ら
、
も
う
冬
の
燈
火
に

　
　
向
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
（
ロ
ダ
ン
宛
書
翰
）

　
か
か
る
古
城
に
て
全
く
孤
獨
に
冬
を
過
す
。
伊
太
利
の
女
詩
人
ガ
ス
パ
ラ

・
ス
タ
ン
パ
等
を
愛
讀
す
。

　
一
九
一
二
年
　
一
月
、
「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
の
第
一
稿
成
る
。
他
日
、
詩

人
自
ら
彼
女
に
語
り
し
と
ト
ゥ
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ
ク
ジ
ス
公
爵
夫
人
の
記

せ
る
所
に
據
れ
ば
、

　
　
「
一
月
の
或
日
、
ド
ゥ
イ
ノ
で
、
リ
ル
ケ
は
非
常
に
面
倒
な
用
件
の
手

　
　
紙
を
受
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
へ
出
す
返
事
を
考
へ
る
た
め
、
彼
は
戸
外

　
　
に
出
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
風
の
強
い
日
で
、
大
陸
は
波
立
つ
た
海
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を
赫
か
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
彼
は
返
事
の
文
句
を
考
へ
な
が
ら
、
海
面
か

　
　
ら
二
百
米
も
あ
る
や
う
な
絶
壁
の
上
を
さ
ま
よ
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
突
然
、

　
　
彼
は
立
ち
止
ま
り
ま
し
た
。
風
の
音
の
な
か
に
、
一
つ
の
聲
が
彼
に
こ

　
　
ん
な
問
を
發
し
た
や
う
に
思
つ
た
か
ら
で
す
。
「
た
と
へ
私
が
叫
ん
だ

　
　
と
て
、
天
使
の
仲
間
う
ち
で
は
誰
が
私
を
聽
い
て
く
れ
よ
う
？
」
彼
は

　
　
小
さ
な
手
帳
を
出
し
て
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
を
書
き
取
り
ま
し
た
。
次
い

　
　
で
數
行
の
詩
句
が
殆
ど
期
せ
ず
に
書
か
れ
ま
し
た
。
…
…
そ
の
晩
、
第

　
　
一
悲
歌
が
成
り
ま
し
た
。
第
二
悲
歌
も
數
日
の
う
ち
に
成
り
ま
し
た
。

　
　
が
、
そ
れ
き
り
で
神
の
聲
は
聞
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年

　
　
の
長
い
年
月
、
彼
は
そ
の
神
の
沈
默
に
む
ご
く
も
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
か
つ
た
の
で
し
た
。
」
（
「
囘
想
の
リ
ル
ケ
」
）
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七
八
月
の
頃
ヴ
ェ
ニ
ス
に
遊
ぶ
。
エ
レ
オ
ノ
ラ
・
ド
ウ
ゼ
と
交
る
。
十
月

よ
り
西
班
牙
に
旅
す
。
多
く
ト
レ
ド
及
び
ロ
ン
ダ
に
居
る
。
「
ド
ゥ
イ
ノ
悲

歌
」
を
書
き
續
か
ん
と
せ
し
も
成
ら
ず
。

　
一
九
一
三
年
　
二
月
遂
に
西
班
牙
よ
り
空
し
く
歸
り
、
六
月
頃
ま
で
巴
里

に
滯
在
す
。
「
マ
リ
ア
の
生
涯
」
（D

as M
arien-Leben, 

詩
集
）
を
著
す
。

又
、
日
頃
愛
讀
せ
る
葡
萄
牙
尼
僧
マ
リ
ア
ン
ナ
・
ア
ル
コ
フ
オ
ラ
ド
の
遺
せ

る
五
通
の
戀
文
「
ぽ
る
と
が
る
文
」
（Portugiesische B

riefe

）
を
譯
す
。

　
六
月
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ド
に
往
き
て
保
養
す
。
八
月
よ
り
伯
林
に
滯
在
。

十
月
巴
里
に
歸
る
。
再
び
カ
ム
パ
ア
ユ
ニ
ュ
・
プ
ル
ミ
エ
ェ
ル
街
に
住
す
。

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ィ
ド
の
「
放
蕩
息
子
の
歸
宅
」
（
〔D

ie R
u:ckkehr des V

e
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rlorenen Sohnes

〕
）
を
譯
す
。

　
一
九
一
四
年
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
詩
を
譯
す
。
又
、
十
六
世
紀
中
葉
の

リ
ヨ
ン
の
閨
秀
詩
人
ル
イ
ズ
・
ラ
ベ
の
遺
せ
る
二
十
四
篇
の
ソ
ネ
ッ
ト
（

〔D
ie vierundzw

anzig Sonette der Loui:ze Labe'

〕
）
を
譯
す
。
歐
洲
大

戰
勃
起
し
、
巴
里
を
立
退
く
。

　
一
九
一
五
年
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
維
納
也
等
に
於
い
て
新
聞
班
の
一
員
と
し

て
勤
務
す
。

（
大
戰
中
、
ド
ゥ
イ
ノ
の
古
城
は
伊
太
利
軍
の
た
め
に
無
殘
に
も
破
壞
せ
ら

れ
た
り
。
）

　
一
九
一
九
年
　
戰
亂
漸
く
治
る
や
、
數
年
間
殆
ど
全
く
中
絶
せ
ら
れ
し

「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
を
書
き
續
く
べ
く
、
瑞
西
に
赴
き
、
ジ
ュ
ネ
エ
ェ
ヴ
、
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ソ
リ
オ
、
ロ
オ
ザ
ン
ヌ
、
ベ
ル
ヌ
、
ロ
カ
ル
ノ
、
ベ
ル
グ
、
エ
ト
ワ
等
に
轉

々
と
し
て
滯
在
し
つ
つ
、
空
し
く
三
年
近
き
月
日
を
過
す
。
或
時
は
も
は
や

「
悲
歌
」
の
完
成
は
到
底
望
み
難
く
見
え
、
已
む
を
得
ず
ん
ば
斷
片
の
ま
ま

是
を
公
に
せ
ん
か
と
欲
せ
し
事
も
あ
り
し
ご
と
し
。
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ

の
詩
に
い
た
く
感
動
し
、
そ
の
飜
譯
を
試
み
は
じ
め
し
も
そ
の
間
の
事
な
り

き
。

　
一
九
二
一
年
　
七
月
、
ヴ
ァ
レ
エ
州
ロ
オ
ヌ
溪
谷
の
シ
エ
ル
の
近
く
に
十

三
世
紀
頃
の
建
立
に
か
か
は
る
古
塔
シ
ャ
ト
オ
・
ド
・
ミ
ュ
ゾ
ッ
ト
を
偶
然

發
見
す
。
修
理
を
加
へ
て
、
此
に
隱
棲
す
。

　
　
「
此
の
あ
た
り
の
風
物
に
不
思
議
に
西
班
牙
と
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
を
想

　
　
起
せ
し
め
る
も
の
の
あ
る
事
が
特
に
私
を
打
ち
ま
し
た
。
何
故
か
と
申
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し
ま
す
と
、
大
戰
前
の
二
三
年
、
私
に
他
の
も
の
以
上
に
力
強
く
話
し

　
　
か
け
て
く
れ
ま
し
た
の
は
そ
の
二
つ
の
土
地
で
あ
り
、
そ
し
て
今
、
こ

　
　
ん
な
瑞
西
の
山
間
の
遠
い
溪
谷
に
そ
の
二
つ
の
聲
の
融
け
合
つ
て
ゐ
る

　
　
の
を
發
見
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
」
（
ト
ゥ
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ
ク

　
　
ジ
ス
公
爵
夫
人
宛
書
翰
）

　
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
、
伊
太
利
旅
行
の
途
次
、
此
シ
ャ
ト
オ
に
詩
人
を

訪
れ
し
こ
と
あ
り
。

　
　
「
恐
ろ
し
い
山
々
の
廣
漠
た
る
風
物
の
中
に
全
く
孤
立
せ
る
小
さ
な
莊
。

　
　
私
は
こ
れ
ま
で
か
か
る
孤
獨
な
存
在
、
か
か
る
沈
默
と
の
程
度
の
親
密
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を
想
像
だ
に
出
來
な
か
つ
た
。
親
愛
な
る
リ
ル
ケ
よ
、
あ
な
た
は
純
粹

　
　
な
る
時
間
の
中
に
閉
ぢ
籠
つ
て
ゐ
る
や
う
に
私
に
思
へ
た
。
こ
れ
等
の

　
　
同
じ
や
う
な
日
々
を
透
し
て
、
向
う
に
は
つ
き
り
と
死
を
見
さ
せ
て
置

　
　
く
や
う
な
、
そ
ん
な
單
一
な
生
活
の
透
明
さ
を
私
は
あ
な
た
の
た
め
に

　
　
恐
れ
た
。
が
、
あ
な
た
を
氣
づ
か
つ
た
私
は
、
何
と
愚
か
で
あ
つ
た
か

　
　
！
」
（
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
「
リ
ル
ケ
頌
」
）

　
一
九
二
二
年
　
二
月
、
「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
（D

uineser Elegien

）
成
る
。

十
一
日
付
の
ト
ゥ
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ
ク
ジ
ス
公
爵
夫
人
に
宛
て
た
る
書
翰

に
、

　
　
「
遂
に
、
公
爵
夫
人
よ
、
遂
に
祝
福
せ
ら
れ
た
時
で
す
。
あ
あ
、
私
が
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あ
な
た
に
、
こ
の
悲
歌
の
完
結
　
　
さ
う
私
は
思
つ
て
居
り
ま
す
が
　

　
　
　
を
お
知
ら
せ
で
き
る
、
こ
の
時
は
何
ん
と
祝
福
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

　
　
で
せ
う
。
十
篇
で
す
。
…
…
す
べ
て
は
數
日
の
間
に
成
り
ま
し
た
。
そ

　
　
れ
は
嘗
つ
て
ド
ゥ
イ
ノ
に
お
い
て
さ
う
で
あ
つ
た
や
う
に
、
い
ふ
べ
か

　
　
ら
ざ
る
颶
風
で
し
た
。
心
の
嵐
で
し
た
。
私
の
裡
に
緯
で
あ
り
經
で
あ

　
　
つ
た
す
べ
て
の
も
の
は
截
ち
切
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
の
間
何
を

　
　
糧
に
し
て
ゐ
た
の
だ
か
全
く
思
ひ
も
つ
か
な
い
位
で
す
。
恐
ら
く
神
樣

　
　
だ
け
が
私
の
何
を
食
べ
て
ゐ
た
か
を
御
存
知
で
せ
う
。
…
…
」

　
傍
ら
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
へ
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
（D

ie Sonette an O
rpheus

）

を
作
る
。
是
は
夭
折
せ
る
一
少
女
の
た
め
の
墓
標
と
し
て
書
け
る
も
の
な
り
。
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「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
完
成
後
、
健
康
い
た
く
衰
へ
は
じ
む
。

　
一
九
二
三
年
　
な
ほ
も
若
干
の
詩
作
（
其
等
の
詩
は
死
後
「
後
期
詩
集
」

（
〔Spa:te G

edichte

〕, 1934

）
と
題
せ
ら
れ
て
公
に
せ
ら
る
。
）
を
な
せ

し
他
、
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
「
詩
集
」
（G

edichte

）
及
び
「
ユ
ウ
パ
リ
ノ
ス
」

（Eupalinos

）
を
譯
す
。

　
一
九
二
四
年
　
ラ
ア
ガ
ツ
に
靜
養
す
。
こ
の
頃
よ
り
佛
蘭
西
語
に
て
即
興

詩
を
試
み
、
晩
年
に
至
る
ま
で
「
果
樹
園
」
（V

ergers, 1926

）
「
薔
薇
」

（Les R
oses, 1927

）
「
窓
」
（
〔Les Fene^tres

〕, 1927

）
及
び
「
手
帖
」

（C
arnet de Poche, 1929

）
の
四
つ
の
小
さ
き
詩
集
を
作
る
。

　
一
九
二
五
年
　
巴
里
に
最
後
の
滯
在
を
す
。
九
月
、
瑞
西
に
歸
り
し
も
、

健
康
頓
に
衰
へ
、
ヴ
ァ
ル
モ
ン
の
療
養
所
に
入
る
。
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一
九
二
六
年
　
十
二
月
二
十
九
日
、
ヴ
ァ
ル
モ
ン
の
療
養
所
に
て
白
血
症

の
た
め
に
死
す
。
ロ
オ
ヌ
河
上
流
の
小
さ
き
村
ラ
ロ
ン
に
葬
ら
る
。
そ
の
墓

碑
銘
は
自
ら
撰
み
し
も
の
な
り
。

　
　
「
薔
薇
よ
、
お
お
、
純
粹
な
矛
盾
、
幾
重
も
の
瞼
ま
ぶ
たの
下
に
、

　
　
　
誰
れ
の
で
も
な
い
眠
り
を
味
つ
て
ゐ
る
悦
び
。
」
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